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野菜としてのウチワサポテンの栽培

渡辺忠夫（ 宮崎県 ）

ウチワサポテ ンには Opuntiaburbankii, O.ficus-_indica,O.max:ima.,Nopalea 

cochenillifera などの 4種があ るが．何れも刺がほ とんど無いか． あっても

極めて貧弱な刺である。これらを栽培 して新芽 (,Young joint)を野菜として・用いることを奨めたい。
ヴチワサポテ ンの新芽はメキ・ンコ 市場で野菜として販売され． ィンティオた

ちが好んで食ぺている。 ところが．その他の国や欧米ではぜんぜん用いられて

いないようだ。宮崎の日南海岸のサポテン公園には 10 0万本以上のウチワサ

ボテ ンが繁茂 してい る。これらは明治初年にバリの万国博から持ち帰ったもの

を繁殖 したも のである。 新芽は刺梨 (Pricklypear) とよばれ．相当の栄養

価があり．サラダ．汁物．泊物．菓子など妬用いられ．みやげ物妬 さえなって

いる。またこれは牛の飼料にも好適である。

栽培は低湿地を除けばどんな所でも可能であるから．わが国だけでなく世界

の各国へ推奨 したい作物である。

．
 

日本の 1日型 器機具を開発途 上国に

松本弘 ・義 （宮崎県 ）

日本の 旧型製茶機が民闇Jレートで台湾へ輸出され．現地の実情にマ，，チ した

機械体系が確立されて双方に喜ばれてい る事哭がある。

最近． 日本の農業の機械化の変化がはげし＜ ．不用とな った人力，畜力．動

力用栽機具などが農家の納屋にゴロゴロしているのが実情である。
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これら不用となった農機具を上図のようなルートで集めて分類し． 相手国で

必要と し． また十分役に立ちうるものを送りとどけるようにする。相手国陀ぉ ● 
けるその利用法の指導については政府ペースの専門家を送っ て行うものとする。

農機具というものは長い改艮の歴史を経て作りあげられたものであるから．

新品でなく ても結構新品以上陀役妃立つ場合がある。ま して アジアの稲作地帯

などでは． 日本の古い農機具がびったり役に立つという技術段階にある国が多

いはずであみ。

具体的にその品目をあげると

(1) 人力．畜力用栽機具ー一 足踏式脱殺機．千座．人力用田打車．田打爪，畜

力用田打車． 畜力用スキ． コロガ・ン， カラウス．A力噴霧器．散粉機．人力田

植器． カルチペークー． リヤカー。

(2) 動力用復業機械 ー一ー 電動モ ークー類． ェンジ ン類．脱穀機，籾摺機，精

米機．揚水機．耕転機．テーラー， トレーラー． 動力噴霧機．動力散粉機，製

茶機械ー式．土木機械ー式。

この焙想の理由は．槻械化は除 々に改良発展するものであるか ら．旧型を与

えることで．＇農民や農業技術者の思考が加わ り． 自国の農業機械化の動因とな

るからである。また．旧型ほど構造が簡単で，分解修理ができて，研究の材料

たもなる。手作業に比ぺて． 旧型といっても能率の高い点は言うまでもない。

さらに， 日本農業の発展過程を農民に直接知らせるこ とにも なる。

tll 
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2 1世紀をめざす加工林業を中国て

田中 登（ 島根県 ）

0 . 。
日本と気象条件の似通った中国で「杉． ヒノキの植林とみがき丸太．サピ丸

太の加工林業 」を開発 したい と思う。

まず日本産の杉やヒ ノキ の苗木を大籟陀中国へ運ひ．，植林したいc それに加

工を行 うのであるが． これ陀は技術者の養成が伴わねばならない。・いずれ匠しても私は広大な中国の山々を日本の杉ゃヒノ年でうず、めつ・くす夢
を見ている のであみ。

現地に定着して協力せ よ

倉 光正治（ 東京都 ）

．
 

1. 華僑に学べ

日本の技術者はなかなか海外の現地に定着しない。したが って技術も定着

しないことになる。技術者が帰国 してしまえば．普及のために努力した技術

までもが消 えてしま う。その点華僑は数百年前から現地へ進出しているが．

数多 くの人が定着 してい る。日 本の技術者はまだかけ出しの程度であるから．

もっと本格的なものにならな いと， 技術協力なんて言 う方がお こがま しい。

2. スラペジ炎場の構想

私はいまスラペ・ンのボネで働いているが，県知事は 50 haぐらい無料で

貸すから．模範製場をつ くって欲しいと の意向を示している。

5 0 haでは少ないから 50 0 haは必要だと答えていみ。甘荒を主体に．パ

パャ．バナ ナ． パインアッ プルを栽培 したい。 1A2 0万円の会費で 12 0 

名の日本人会員ができれば， 資本金2,4 0 0万円の会社となる。 12 0 ha.(7_) 
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甘庶畑からの純益で． ジェット機がチャ...,.:..クーできるから...会員の子供たち

は夏休みをボネですどせること忙なる。

3. スラベッた大学を

そ して農業技術の面で日本から技術者を送ったり ．イ ンドネシア人を日本

ヘ受入れたりしたいと思っていみ。ゆくゆくは農学部，薬学部．工学部．医

学部をもった大学を作ることを考えている。スラペ 、ンは 18万平方キロで日

本の約半分．人口 50 0万で腰落付けて永住するにはまことによい所である。

器 ・林・水産系高校。大学における海外実習制度

玉井 ．一 ・郎 （香川県）

1. 海外実習対象国と対象地城を適当数定める。

2. 全国をプロック化 し． 学校群による系列化， グ）レープ化を行い、実習生の

派逍体制をつくる。海外実習農場は恒常的な農林柏経営を行うため実習生を

順次交代制で派追する。

3. 指導教師は現地に常置すみ指導者，参加校の引卒者と現地人指導者の 3者

で構成する。

4. 実習期間は 2カ月 ～半年ていどとする。

5. 実習生の移動陀は商船高校や大学の遠洋実習船の利用をも考える。

．
 

このアイディアのねらいは．若い者たちに国際親善や． 国際協力についての

理解を得させるととも陀．新 しい教育実践の塩を創ることによっ て． 農林水産

教育に新風を吹きこむことを目的とする。

． 
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農業協 力の 特殊性 の 認識

松本勇 （長崎県 ）

工業は死物生産業であり ．炭林業は生物育成産業である。工業では知識と技

術の進歩によって無限に生産の可能性が生まれる。ところが農業の扱う生物に

は一定の生育周期があ り．年 1回とか数回．林業に至っては 20年． 30年以

上の時間がかかる。

● 農林業協力の特殊性はこうしたところから生れる。したがって農林業協力の
在り方．方法は当然工業等の協力理念や方式とは異なるものであるということ

から出発しなければならないc

海外て働 く 人の心得

松本勇 （長崎県 ）

1. 相手国の地理 と歴史を学び．理解する こと。 開発途上国の多 くには植民地

時代の苦い経験や風習が残されている。そうした古い傷あと陀触れてはなら

ない。

2. 現地語を学ぺ。片言でもよいから現地語で話しかけること ．それだけで協

● ヵの 50 %は達成されたと 思っ てよい。
3. 国旗．国歌に敬意を表すること。不動の姿勢で目礼してほしに。

4. 無宗教．無神論者は協力者としては失格である。相手国の人々の信仰花は

いつも畏敬の念で接してほしい。

5. 日常の地城の行事妃つとめて参加すること。婚礼．祭礼に参加した時は地

域の長老に敬意を表 してほしい。

6. 相手の感情の動きをす早く読むこと。これは固際人となるための第一歩で

ある。国際人と してのマナーをいつも身妃つけていてほしい。
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7. 戦時中の話がでると 素直陀あやまること。 同時vc． これからの親善協
ふ，

ヵ化ついて話しあってほしい。

8. 1人 1人の友人の名前を早くおぼえること。

9、 日本の国を誇らぬこと。協力はいつも同ーレペルに立つときに始まみ。

1 D.協力の方法を考えよ。現地人に接すぷ妬は何を媒介とし て接すみか．、その

媒介物を考えて ほしい。 華僑は物の売り買い、 商品を媒介た している。さ

てあな たは何を媒介にされるのか。

11. 相手が個人主義の国か．梨団が強いか妬よって働きかけの ニューアンスが

違うはずである。 インド ネ・ン アのような相互扶助 （ゴトンロヨン） の国では ~ 

個人忙だけ働きかけるととは適当でない。

12.郷忙入っ ては郷妬従え。 相手方のペース陀合せること。南方ポケもまた必

要なり。

1.5. スペインはフィリビンにカトリ ック 教とミッショゾス ク..2ルを残しだ（ 精

神的なもの） ．アメリ カはどんな田舎陀も小学校をつくり ．英語教育を実施

した （教育的なもの）。日本はいったい何を残そうとしているのか。

図解巽業指導のやり方

福 山武男 （熊本県 ）

私は東ジャ ワで 4年間殷業指導を行ったが． 理解力が低く，農業の基礎知識 ~ 
のな い農民指導には「 図解てほ どき 」的な指導法が効果的であ ることが解った。

しかもこの場合． インドネシア語にも、ジャワ語にも科学的な用語が少ないから．

彼らの理解する単純な言葉を使わねばならない。 •

例えば稲苗の浅植えの奨励忙も．浅植えど深柏えを図解して示 し．
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「浅植えでは太陽の光が腹を温め子供 （分けつ ）が沢山生れる」とか． 「水ま

での距離が近く乳（肥料）がたくさん飲める」といった説明をするとよく理解

するようだ。

私は作物別に畦立て． 植付け．除草．深耕．施肥などについ て各種の図解を

作ったが．字の読めない人でも 図解なら よく 理解できることを知った。

もちろん．試験楊や指導農場などで農業教育を受ける 、ジャワの青年は．普通

教育を受けている ので．農業技術の中層教育は容易である。しか し． 一般農民

は教育の点からも ．ま た上記のように言葉の点からも．指導は困難である。 し

たがっ て．図解指導といった方法により．手をとり ．足をとり．ゃさしく気長

に指導せねばな らぬと考え ている。いずれに しても．現地の殷民については．

技術の指導方法につい て．一段と工夫を こらす必要がある。

ラワン材伐採跡地の植林

桜井芳次郎（東京都 ）

フイリビンには約 20 0万haの禿山が日本の森林伐採跡地にできていると
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いう。飛行機でマニラからミンダナオまで飛ぷと．いたるところに禿山とコゴ

ン（ちがや）の草原が眼につく。近ごろはフィリピンを伐りつくし て．ィンド

ネシアのカリマンタンヘ移動している。

日本の政府と輸入業者とが協同してラワン樹の苗木育成所を作り ．植林を行

うぺきである。実際植林に当っては技術者とともに．多数の日本青年も参加し．

植付後の管理はもちろん，造林の効果が見えるまで相当長期にわたって植林事

業を続行されることをつよく希望する。

インドネシアにおける 2つの提案

山崎俊次（北海道 ）

1. 北スマ トラ高台の農畜産業開発

トバ湖の周辺に標高 1,0 0 0 m、前後の波状高台がある。 トパ湖の東側は

園芸作物．西側は畜産に好適である。この地尻殷産加工堀．ペラワ ン港に凍

蔵倉庫を建設すれば．原料は周年得ることができる。港への輸送費を考硲する

と．西側は園芸作物の栽培は困難なの丸放牧地．牧草地として．家畜飼育

を牧場形式でやればよい。猛獣がいないので．数千頭単位の経営が可能であ

る。・過剰になったものはシンガポールや日本へ向けられる。

2. 南カリマ ンクンの農畜産業開発

． 

南カ リマンクンは水が豊富で水稲栽培に適 している。人 口が稀薄であるか ~ 

ら大裂様具を使用 し． 1戸数十ha の水田を経営することができる。水利の

不便なところは牧畜をやるがよい。降雨量が多いので．牧草の生育は旺盛で

ある。また ．猛獣もいない。農産加工場の併設は言うまでもない。水田大

経営の場合は，大農機具の修理工場が必要であみ。

いずれに して も．両島とも人口稀薄なので．人口過剰のジャワ島からの移

民によって．開発を進めねばならない。また実施陀当っては．（1）現地住民の

生活安定 ・向上を第一義とし て立案すること ．（2）同時にインドネジア国の国
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益となるものであること ．（3）供与施設．物件を有償とするときは． 1 0年以

上すえ置，長期返済を条件とすみこと ．（4）事業は 10年以上継続し．その後

も技術顧問を残し．アフクー・ケアーをすることが大切である。

なお，筆者は． チモール島の水産プロジェクト ． ジャワ島のバニュワンギ

の竹を原料とする製紙工場の指導体験から． 日本人指導者の帰国後．急に業

組の低下した実例を見て．上記の提案とはなったものであみ。

4 つの提案． 

．
 

玉井真治 （熊本県）

1. 国家間の協力事業で現地で実行する場合は．役人がやるよりも企業にまか

せる方が能率が上る。その場合の企業は日本を代表する者をえらふ•こと。

2. 日本の進出企業が相手国の中で過当競争している実情は好ましくない。

これを調整するのは役所の責任である。

3. 派遣専門家は海外へ出ている間に専門分野で後れてしまう。また眠塩でも

同僚から後れる。海外専門家の給与はそれらの犠牲を考慮したものでなけれ

ばならない。

4. 財団からの情報は貴酋だが専門以外のこと忙は興味がない。 もっと害門別の

高度の情報がほ しい。

小数民族への援助

小山謙次郎 （岩手県）

ラオスにおける少数民族陀はラオ． メォ．ヵー． 黒クイ ． イコー．ホー．ャ

ォ族などがあるが．種族ごとに生活掲所．生活様式．言語が異な っている。

彼等は国家主権をもつラオ族よりはるかに貧しいようである。彼等は同民族の

中の権力者あるいはポスをたいへん崇拝している。
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私は協力隊員とし て赴任後． 1年位 して少数民族のうちでも一番人口の多い

苗族（メオ族）と知りあったが．彼淫は水と山地民族であ 加戦争のあほりで．

いまペンチャン附近妬難民として槃団生活している者が多い。しかし現政府（

ラオ族 ）からは差別待遇をうけつづけている。

例えば．私の行っていた期間に．メオ部落柘大規模な整地を． 日本が援助する

ことに一端決定したが．＂・ラオス人高官からの激しい反対忙あって，取消しにな

ったことがある。

一般にメオ族は、他部族に比べて勤勉であり ． 自族出身で政府の高官どなっ

ている人を尊敬し ．また信頼して．その言うことに素直に従う。開発妬当って

も． こうした人の了解を得れば．事は円滑に進むのである。

少数民族に対する協カプロジェクトは極めて必要で．かつ効果的であると思

うが，大使館などでも現政府に遠慮 している ようである。私は政府直接でなく ．

商社ゃ団体など民間のプロジェクトと して少数民族に接触 し．協力することが

賓明だとおもう。そのため llCは． 日本政府が民間企業や団体を援助し て現地へ

送 りこみ，相手国 との仲だちをすることができれば．従来と変った形の開発や

協力が始まるのではないかと思う。

上記したよう妃，関発途上国には，少数民族がいたる所妬おり．それらがラ

オスの忠合の よう陀．政府から束縛され．差別されているとは限らない。

そうした政府の差別がなければ．少数民族を対照に一つのプロジェクトが計画

実施されるのも一つの方法だと思う。

． 

．
 

.J 

張業改良普及員 の活用

末永三男（宮城県）

1. 開発途上国の嚢業協力はその固の食糧増産が中心となるぺきで．わが国が

必要とする食糧や飼料の開発輸入妃偏重することは戒めなければならない。

相手国の食租事情によっ てはわが国への輸入も期待できず．わが固の協力努
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力そのものまでもが疑われる結果ともなりかねない。

2. 増産協力には日本の普及員が最適

開発途上国の食糧増産を急速択．成功させる［ては．

して きた経験豊かな日本の農業改良普及員を数多く ．

..,. ` 

永年にわたり煤民指導を

組織的に投入 して活用

することが必要である。

日本の普及員の投入たより相手国の農民大衆に与える好影響は測り知れな

いものがあろう。従来の協力は一般大衆とは直接的な連りの少いものであっ

たことは．派遣専門家の何のいかんによ ることが大きいといえよう。

．
 

5
 
つ の 提 言

番 城 昌 弘 （広島県）

ー 土地開発を行うにあたり ．そ．．の地域の人たちの生活基盤尻なっている士地

2

5

 

の思い出ゃ歴史をこわさないように。

伐採跡地た植える種苗圃を前もって設けてお くこと。伐木に先だち．

自然の循環による殷法を根気づよ く推進し．

混法はさけること。

肥料．農薬等を多用する無機

4. 生産物の貯蔵．加工．流通に力を入れ．農機具修理工堀や医診療所の設慨

尻つい ても考えること。

．
 

5. 

行った後海外へ派遣 し．

日本の農業高校卒の者に海外協力特別奨学金を出 し． 卒業後 1年の訓練を

現地民の中へもぐり込んで地域開発に協力させるこ

と。
;-r・ :',:. 、、.....1,し. t: :'’’ 

パングラデシュの 稲作改良

守 屋 高 雄 （岩手県）

パン ゲラテシュの稲作はアウス作 (4月～ 8月の雨季作） ； テマ ン作 (8月

-1 1-



~1 2月の雨季作） ． ボロ作（ 12月～ 4月の乾季作）の年 3回栽培 される。

ただ しボロ作は水さえあればである。アウス作． アマン作でも．その年の降雨

状況に よりかんがいを必要とするばあいがしばし ばあみ。特に． アマン作陀 障

害の大き いのは．生育後期のかんがい水不足による稔実障害である。 パン グラ

デシュの稲作の安定のためにはかんがい施設を末端まで整備する必要がある。

その串と同時陀日 本式の稲作技術を導入 して収罷を高める ことが大切である。

1 Dアールあたり 10 Dキ亡程度の収罷を 5D D~6 D Dキロ妬するこ とは 日

本式稲作を採用するこ と妬 よっ て可能となる。

かんがい施設の具体的施工方法と しては．効果の点か らMediumland (冠水 ~ 
1カ月位の地域 ）を選定する。ガンジス河などの支流の水を利用する。まず．

素堀りで導水 し． Mediumlandの比較的高い場所に貯水池を造 り． ここえ一端

ポンプアップして貯水する。この池から水路で通水する方式でもよく ．水の ロ

スを少〈するためパイプ配管方式妃よるならなおさらよい。

この国の水田は不整形で．晟道のな い場合が多いから．かんがい水事業と同

時に．区画整理事業か平行 して実施される こと が望ま しい。

このよう柘すれば． 日本製梨機具のほとんどが利用できる。

これらの事莱の実施には． この国で農地改良公団の設立が必要である。この

公団に対 しわが固から資金と技術をセ ット Lて援助すれば効果的である。

現在． この固には失業者，半失業者が多 く． 私の勤めていたセンクーでも．

現地人の 多くは朝食ぬきであった。こうした人たちに腹いっばい食ぺさせるに

は．かんがい施設の整備と日本式稲作法の普及以外に方法がな いと 思 う。

農村脊年の技術交換に日本が協力する

工藤 厳（インドネシア在）

具体案の 1例 として． クイとインドネ 、ンアの両国で各 2名の青年を選抜させ

る。クイの受入先はパクチョンのトウモロコシ ・ソルガム ・センクー．イン ド

．
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ネシアの受入先はランポン州の トウモロコ、ン地帯とする。期間は 6ヵ月 てい ど．

費用は約 1万弗程度とする。その費用を日本が負担する。また．アメ リカのコ

ーン・ベルト地帯ヘイ ンドネジア．クイ， プラジルの農村青年を派遣するのも

1方法である。

以上のような交換計画を 3カ年間実施し．それを援助する。

この方策がきわめて効果的であることが解れば．その後は当事国において継続

して行うであろうことを期待したい。 .
.
 
5
 

ー

もともとこの発想は日本の派米青年の実習などにヒントを得たものである。・今日までにこれら派米青年の数は約 7千名妬達し．帰国後にわが国の農村文化．
農業経済の発展に大き く寄与したばかりでなく ・・日本青年協力隊に参加し． ま

たコロ ンポプラン． FAO, OTCAの専門家 として開発途上国の発展のため

妬も貢献している。

この派米青年の帰国後の活動をマクロ的妬考えると・ 1国対 1：国の交流はた

ん妃両国間の交流に とどま って いないことがわかる。こうした見坤からは． 今

までの日本対途上国間の 直接的．直線的援助だけではァン主リ化するおそれも

ある。それで土記の提案のようvc,開発途上国の優秀な農村青年を．わが国以

． 
外の農業国の農家へ．農業実習生 として派遣するも一つの方法であP..それに

よって途上国の自力更生が．農業を通じ て一層促進されると塵われる。これ陀

必要な骰用はわが国が新しい分野の協力方法として負担するのであみ。

海外派遣専門家（国家公務員）の苦悩と提言

上＇ 野 ＇計<(東京都 ）`

派遣専門家にとっ て大きい悩みは公．私人を問わず．・帰国後のポス ト．ある

いは生活の保証のことである。

国家公務員のばあい．派遣 した研究場所忙と っては． 派遣期間中は実質的な

人員の削減になゐから．要請があっても断ったり， 滞在期間を限定 したりする

_1 3— 



ことは止むをえない。海外派遣専門家のポス トーについ ては派遣体制の整備につ

いて国家レベルにおいて早急に検討すぺきである。

私見としては．ー研究場所妬．過去の実紋陀より一定の枠を設けて定員増す

るとか，熱帝設業研究センク ーを拡充して技術者をプールするなどの方法が考

えられる。古た海外殷菜開発財団のプール制度の拡充も重要である。

（第者は国家公務員について述ぺているが．派遣制度につい ては，地方公務

員がもっと困難な問題をかかえ ており，民間人尻つい ても問題山積であ る一編

者 ）

＇ コ •コ ャシの 開発プ ロジェクト 協 力

森 友政勝（ 福岡県 ）

コゴヤヽ ンは 17度以内の熱帯海浜地帯に広 く栽植され．：住民厄依．食．住の

生活資料を豊富妃供給 している。日本ではこの産品を多蓋陀輸入 し． 油．油粕．

果肉粉，果皮絨維．活性炭等重要資源として活用 している。

娘近の日本の技術水準は搾油菜製粉業．‘ャッ叙維加工業，アルコール醸造

業．活性炭製造業等妬おい て高度の進歩をとげているのであるが．その原料の

硲保のためにも，途上国のココヤ シ資源の院発妃対し． わが国は協力せねばな

らない。

この開発プロジェクトは植栽部門．加工部門， プロジ ェクトの推進にわけて

考えられる。

植栽部門では，品種の改艮；此地の整俯．栽培管理．施肥．病虫害防除．作業

、械化等にプロジェク トを細在し て事業を進めるのが望ましい。

加工部門では，搾油．搾 り粕 （ケーキ ）． 果肉粉末 （デジケート）．ャシ 酒．

果皮綜維（コアイア ー ）．果殻製活性炭 （アクチープ・ カーボン）， 樹幹と茎
ょ，；，； ↓ 

栞の利用等忙プ ロジェク トを細分 して事業を進めるのが望ま しい。

プロジェク トの推進方法としては．事業開始当初は．既設の植栽園を利用 し

-1 4 -
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て着手し．つ ぎに新 しい園を開発 していく 。これを数百ヘクタールの規模の小

農経営農家に対しても技術指導を実施する。

ココヤシの栽培とその加工は， 熱帯の海浜地域の住民にと って．その生活の

基盤をなす産業であるか ら． こうした開発プ ロジェクトによる経済技術協力は．

南方諸国の発展に大いに貢献するもの と信ずる。

農業大学の翰出

．
 

橋本 実 （愛知県）

．
 

農業大学輸出のプ ロジェク トは建物や実験施設だけに止まらず．教授陣をふ

くめた農業大学そっく りの輸出を意味する。少くとも作物．園芸．畜産．食品

加工の各学科に 3名の教授計12名をつけて送り出す。 12名の中には土壊肥
料．農業土木の専門家が 1名づつ加わる必要がある。この大学の教育では日本

の農業改良普及員のような素質を身につけさせる よう 努めるべきである。

このように農莱大学の輸出を提案するのは．今までのわが国の技術援助は．

いきなり高度の技術を導入 した傾向があ 見そのため 日本人技術者の引揚げ後

の農塩がなんの効果も残さなかった例があるか らである。また， 留学生の受け

入れにしても．その数は非常に少なく．．しかも帰国後はエリート・コースを歩

；んで実地に農業関発に取り組む例が少ないからである。

途上国妬も農業関係の大学はあり ．立派な教投陣を ようしてはいるが．その

施設は貧弱で教育程度の低さが眼陀つ く。こうした実情から．ま たわが国が食

糧ゃその他の原料を途上固に今後 とも 依存せねばならぬ点から．何よりも必要

なことは，現地のより多くの青年を農業技術者 として養成 し， 現地の農業技術

の向上．ひいては農業開発に当らせる こと で`あると考えられる。

以上の観点から唐突のようであるが．わが国から途上国への農業大学の輸出

を提案するものである。
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海外 農林業研修セ ンターの設立

江 晶 勝 夫（新潟県）

日本の経済技術協力はもともと賠償から出発 しているため， とかく役所的な

扱いとなり．十分な調査，研究がなされていないため・断片的で．継続性がな

，く 地域社会を無視した援助． 日本からの押しつけ的な援助になっ ているばあい

が多い。

これを内容的にみると ，教育ゃ又化面での援助は，他の先進諸国と比ぺ，非

常陀少ない。例えば．現地人の教育研修の受け入れは． アメリカの十分の一 ＜ ~ 
らいで． しかもその期間は短い。また，途上国との文化交流はほとんどないた

め，彼らは本当の日本の姿を理解すみことができない。

さらにまた．円借款供与の条件は．経済開発機構などに比べ．金利． 償還期

間等の条件がきびしい。 1 9 7 2年の実績によれば，経済開発機構の平均金利

2. 8 %, 償還期間 29 • 5年．すえ置期間 7~ 8年に比ぺ．わが国のそれは平

均金利 3.8 %, 償還期間 23. 5年，据置期間 7~ 8年で、ある:0

以上のような問題点を解決し，少しでも協力事業を前進ざせるため本格的な

海外農林業研修センク ーの設置を提案 したい。

設置場所は富士山杭と し， 科目は殷業経営．＇流通機構，

農業機械操作，農業槻械（機械の修理．加工，、熔接等 ）．

開こん ）， 林業等とす知
,.,, ~.' 

養成，研修 コースの期間は 6カ月～ 3ヵ年とする。

農業（稲作 ・畑作） ．

農業土木 （かんがい．

センターの職員は海外技術協力要員をあて．交代で海外およびセ ンクーで勤

務するようにすぷ。

センタ ーの設立費用は全額国庫負担 とする。

•• -1 6 -
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派遣専門家の任務を効果的にアドハ’イスする

システム・センターの設置について

高橋英治（宮城県）

海外派遣専門家が任務につく前．その専門事項に関連のあるいど外＾ろの立場

の専門家によるプロジェクト ・チームを国内につくる。 チームは担当官庁．学

会．専門会社等の担当者等で構成 し． 派遣任務陀つい ての技術的，事務的事項

を十分検討し．その中の若干名がセンク ー事務を引受ける。

● このセンクーは、ンステム的なも ので．事務局を設けたり．専従者を決めたり
せず．任意な形で派遣専門家の連絡．窓口事務．および技術のアドバイス等を

行う。したがって センク ー担当者は国内たおける公的，私的事項妬つい て． 派

遣専門家の意志伝達機閲ともなる。

派遣寺門家とセンク ーと の連絡は ESAメール方式妬よることを推奨したい。

この方式はあらかじめ諸’デークーを記号化して．簡易なチェ ック方式で，郵送

出来る仕組み とする（気象．生産条件，物流等 ）。 その例を，筆者の所属する

会社が． 5年前から日本国内の低温米の保管状況を ハガ キに記号式に記入する

様式で示した。この記入にもとづき特殊のグラフ分析で保管状況を把握し．必

要に応じ保管技術の拮導を している （様式見本は省略一編者 ）。

この方式によれば，長期派遣技術者の定期報告はセンク ーで代行できる。

．
 

．．． 
任務完了後の報告書も経時報告をチェ ックし．不足分を補うこ とでまとめられ

る。ま た任務完了後も．引き続きこの図 SAメール方式で現地側へのアフク ー

・ケヤ ーを． センクーの責任で行うことができる。

．
 

，
 
,. 

農林業開発のための施策について

吉岡元行（ 神奈川県 ）

わが国とじては．炭産物の安定供給確保のためにも．また．発展途上国の経
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済安定．人口の燥発的増加に対する食糧増産のためK も．その農業開発陀つい

て援助せねばならない。 この場合， 日本が ． また自•本の企業が相手［卦忙対し，

一方的陀援助を行なうのでなく ．その国が開発尻よって将来利益が得られ．経

済安定陀役立ち． 日本妬対し友好感情を抱くような方向でたされねばならない。

このためvc.つぎの諸施策を提起するものである。

1. 日本の政 • 財界が一体となって ， 海外煤林業開発促進のための事業団をつ

くみ。

2. この事業団は開発国とのパイプ役となり 、事務処理の円滑化．援助の内容

や方法を決定すみ。

3. 事業団の中陀．各分野．各地域ととに専門家による開発プロジェク’ト・ チ

ーム をつ くる。

4. 事業団の中に，開発技術者の接成所を設け，受講する者には奨学金を出す。

また，関発途上国の技術者も この養成所に留学させる。

5. 開発途上国と日本との青年交流．文化交流を盛んにする。

6. 途上国妬たいし汽金．賢材，技術協力を質の向上に重点をおいて行う。 ま

如資金については金利の引下げ、償還期限の延長などを実施する。

7. ・プロジ ェクト ・チームの専門家による調査をもどに；種生、玉b質．気象な

どの総合結果をまとめ， これ をもとに作物の選定．品種の決定などをする。

8. 開発後 も口任をもってアドヴァイスし．随時．技術者を旅遣ずる。

9. 海外戯林業開発の酋要性を固民に認識させるため「煤林業開発週間 」と 呼

ぺるようたものを設ける。

． 

． 
情報の整理と提供組織の確立

'‘
 

H. M. 生（北悔道 ）

海外情報はかなり多いはずだが．その整理が不十分である。情報は必ず しも

オリジナルなものでなく・ても 資料のダイジ ェストが定期的に発行されな いだろ

うか。
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とりあえず既刊のものか ら取Qあげ．書評の ような 形で順次ダ イジェストす

る。 それには原著の発行所や値段もつけておく。そうした事業は財団あたり

でやって くれる とよいと 思う。

試験研究 棧関 の 整 理と活用

H. M. 生（ 北海道 ）

最近のように炭業の施設化，機械化が進み．技術が標準化すると ともに．地・域的な差異が次第に解消しつつある時代には．数多い日本の農業試験研究扱関
は思いきって整理して焦中化するととも尻．施設を近代化する こと が必要であ

る。

とにか く． 都道府県の数多い研究者のエネJレギーと 頭脳をもっと開発途上の

国々へ振り向け られないものだろうか。

問題は，そうしたこと をどこの機関が世話 し， どういう条件で． どこの国へ

派遣するか ということである。 これは当然日本の国家的事業として進めてほ

しい ものである。

インドネシアに 化学肥料工場の建設を

．
 

黒木 進 （福岡県）

インドネシアの将来の発展は石油を中心と したものの可能性が大き い。とく

に石油化学工業の発展はぜひ必要なことである。その一つとして化学肥料工場

の建設がある。これは農業の振興．食糧の増産にも連るものである。

インドネシアで出来た肥料は東南アジアの他の国々へも大羅に輸口されるよ

うにな ることを期待 し． 化学肥料工場の建設にたいし． わが国が積極的に協力

すぺきものと思う。
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台 湾 ・韓国の 進 出と日本の技術者への 音 鐘

倉 光 正 ム
口
・ヽ

1 （東京都 ）

日本が戦後の復旧に忙 しかった間に台湾の農業技術者が大

最に南方へ進出した。彼等は日本の技術者よりも暑さに耐えるし．

戦後約 10年間．

農業も南方

の国 々陀よ く似ている。 また食生活や風俗習慣など 妬つい ても． 日本人よりは

はるかに東南アジアの国々の社会にとけ込み易い。その上． 言語の点でも華僑

と同じ系統であり ，華（喬の娘と結婚 している者が多い。

([)なかには アメリ カに留学 した人が多 く． 英語には事欠かたい。

ラリ ー も日本人の半分でよいとい う有利性をも っている。

アの製糖技術者，甘庶栽培技術者などはほとんど台湾人で占められてい る。

ベ トナム戦場へ韓国軍が参加し て以来．韓国の農業技術者が東南オ、；；ァヘ進

出した。彼等のサラリーは台湾人の半分ていどである。

台満の技術者も、

ていることは見事であるc

斡国の技術者も．現地の民衆の中へとけ込んで指導忙当 っ

残念ながら日本の技術者は台湾や韓国の技術者よりも進出陀後れをとってい

るし． 現地への適応性も低いと言わざるをえない。

こうした実情からすると ，

また台高の大学卒業者

さらに．サ

現にクイやマレ ーツ

わが国の技術者忙ついて言えば．現地人の教育に

携る以前陀． 日本の技術者自身陀ついての教育が切望される。 国内での教育は

． 

もとよりであるが、糖業について言えば． ボゴーJレあるいはジョク、ジャカル大

．
 

学の工学部で現地での勉強が絶体必要だと思 う。

鐘を嗚ら したい気持ちでいっばいである。

この点．今の私は． 日本の技

術協力のあ り方妬たい して．｀

猿 類 の 増 殖 セ ン 夕 を

倉 光 正 ム
口

、
•
I （東京都 ）

猿は医学的に人体以前の臨床実験に用いられる。

-20-

東南アジアのど こかに猿



の増殖センク ーを作り ．輸出できるよう妬すれば世界の医学の基礎実験に貢献

すみ こ七大であろう。 始めは小頭数でも よいが． 段夕と規模を大 きくして毎月

幾万頭かを輸出できるよう にすれば事業と しても 成 り立つ と思う。 いまス ラペ

、ンで 1匹 50 0円ぐ らいの猿が． 日本へ持って くると 4~ 5万円で取引きされ

ている。•もちろんこれは ベ ，，ト 用ではあるが。

． ここで参考のため． クイ国で見た．猿を利用し てのコ コナツ収穫の模様を記

しておく。猿使いは 5--:-6頭の猿をあやつってい るのであるが．猿はコ コがツ

が熟 している かどうかを前足でたたいたり． さわったりして熟度を確かめ， 熟

● していると みると ．後足でけおとすのであ る。 訓練の仕方陀よっ てこのように
器用な ことをする ので ある。上述の臨床医学用ばかりでな く． 一般の日本人が

もっ と猿を理解 して．たんにペ ット としてでなく ．何かの目的をも って訓練さ

れたペ ，，ト 妬してもらいたいものである。

また． スラ ペ、ンではオーム が多 く．それも実妬きれいな羽根の色を している

のが見られる。 これも現地では一つがい千円位であるが． 日本では 1~ 2万円

もする。検疫さえ受ければ輸入もできるから． ォ-ム(7.J繁殖園も考えられない

ことはない'.)

わが国の各地の猿類センクーが協力して．熱帯地で猿類センク ーを設けても

．よいではないか。こうした事業が発展すれば．オー今園を設けて も．進んで現

在．世界忙は 5,0 0 0頭しかいないと言われている虎の繁殖育成にまで手を伸・ばしたらどうであろう。
長期派遺技術者の留守家族の連絡楼関を

倉光正治（東京都 ）

海外へ長期派遣される技術者陀とって必配なのは留守家族の ことで ある。

妻のこと，家屋の ことはもちろんであるが．子弟の教育が最 も心配の種子であ

る。 親父の留守中に グレや しないか．大学受験に合格 しているかなど。
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派遣者の中尻け，息子のグ レが原因で、 2度目の派追を断った例もある5

また留守家族陀しても、特に奥さんの場合は，主人との連絡．留守宅のき り

回し． 子供の教育と仲々大変である。こう した内助があーってこそ． 派遣者は後

顧のうれいな く，仕事陀専念できるのである。． C 

こうした実情を考えると ， 派遣者の留守宅 と 派遣させた側 •との連絡． また留

守宅間の連絡が必要だ と痛感される。 財団あたりで，海外派遣者 1人につき

1万円くらいを集めて栢立て、 子弟の外国留学の補助．派遣地への訪問旅行の

あっせん，留守家族大会．会報の発行などをや って もらいたいも のである。

また，現在少くとも 3,0 0 0人以上の留守家族がいるから，留守家族協会と ~ 

いったものを結成するのも一案であ る。 ••• 

ともかく ，留守家族が力づよ く生活でき ．海外妬いる者が安心 して仕事がで

きるよ う妬してほしい のである。 ）一＇

、:.・

派遣 人材の 発掘方法 2 突

大島俊市 （茨城県 ）

1. 有給休暇制の活用

労働基池法忙よって． 労働者には年間一定の有給休暇が与えられる。この

日数の消化率は人妃よっ て異る。そこで，休暇残日数を個人ど と妬年々登録

貯菩 し． ある日数以上忙なった時．有給で海外派遣する 資格者 とする。毎年 ~ 
1 5日を 10年間蓄和すれば合計 6ヵ月花なるはずである。

え．1
9 - -:', 

2. 通訳案内業免許制の利用

海外派遥者の英語会話能力がいつも問題になみ。運輸省では毎年通訳案内

業免許の試験を行っているが． 資格者がすでに数千人に のぽっている。この

免許をもつ農業技術者を選抜する とか、試験を受けさせて優遇するとかい っ

たことが考えられないものだろ うか。
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過密空気室 の 発明を

大 •. 島俊市（茨城県）

エチオピアの農業調査で痛感したことは．高地における健康管理ということ

である。首都アジスアペバは標高 2,5 0 0 mの高地にある。ここの生活では．

頭が重 く．．どうきが強くぅ＇ち．熟睡ができず．いつも疲れた感じがつづく。長

くい るほど体力や活力が衰え てくる。

＇外人たちは 1) 週 1回以上標高 1,D O D m程度の地方へ行き ． 1 ～ 2泊す

● る。 2') 数ヵ月厄 1回以上平地9へ行っ て休む。 3') 毎日酸素吸入をす

． 

る（ソ連人たち ）。 4) 3年以上は高地での勤務を しない。・

そこで． このような熱帯高地で使える過密空気室（空気圧をやや嵩めた室 ）

を開発できたら と思う。 航空機のキャピンのように気圧調節をするわけである。

せめて夜だけでもその中でぐっすり眠りたいものである。日本の技術なら大丈

夫出来るはずである。

熱帯高地忙均ける開発のポテ ンシャリテーがきわめて大きいだけに．過密空

気室がぜひほ しいと思うのは私だけではあるまい。

二つの 提案

泊 澄彦 （鹿児島県）

1． 受入国側が日本尻やってもらい度いと期待 しているものがあるはずだ。そ

の要望に応えるための技術的な準備や訓練を派遠前に十分時間をかけてやる

必要がある。言葉の準備もその一つである。今までは派遣前の技術的な準備

やオリエンテーションが余り尻も時間がた ＜． お粗末すぎたのではないか。

2. 海外協力ということが国民一般によく理解されていない。政府も民間も．

海外協力＇陀つい てもっと国民全体の理解や支持が得られるよう＇． あらゆる手
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段を使って． もっと PRすぺきである。

fI 
?̀ 

植物油脂資源によ る石油原料への代替の可能性

．．・松 野 正 （東京都 ）

1 9 7 D年のわが固の熱カロリ ーの消費址のうち，石油はその 70.54%を

占めている。そし て． 石油による製品は 1互°昴目以上にわたっている。これ

ら品目のうち．植物油脂で代替できる品目は化粧右けん．整髪用 ジャン プー．

洗剤．ィンク、接殖剤，塗料，潤滑油，添加剤，冷却液．染料，溶剤，各種添 ~ 

加剤．医薬品，消毒剤など 2D余品目に及ぷ。

しかし，価格や市場流通の関係から，現在では石油を代替する まで忙は至っ

ていたい。わが国の輸入煤産物の金額につv,てみても． 1 9 6 7~ 6 9年平均

では．油脂汽源は全農産物の ．16. 9 %を占める匠すぎず，大部分は食用且的で

ある。

現状は以上の辿りであるが，熱帯殷林業の脚発には油脂作物が大きな企業対

象となるものであ り．問題はその生産紐 と生産費にある。

つき.ye油脂作物の単位当りの油脂収最 と生産費を比較すふと ． つき•([)ようで

ある。

油ャッ

ココャッ

ヒ マ油

ヘククー）レ当り油脂

収霰 （ .. kg ）こt.:

2, 3 0 0、、

1, 4 -0 0 
• •'.9 

1, 2 0 0 

油脂の生産残

（トン当り）

リットル当り

生産量

9-g米ト・ル 2 7円

9 0 :. •. 2. 7 

3者のうち． ヒマは熱帯では年に 2~ 3回の収穫が可能であ り． 栽培条件に

よっては単位当りの油脂景を倍増する可能性 もある。

これに対 し． 石油は原価が ・1バー レル9米ドルのときは約 15円． 1 7米 ド

-:__4 4-
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ルでは約 30円とな る。

このように生産費のみをとるならば， カロリーの高低はあると しても． 使用

目的によっては植物油脂も石油と競争できる段階にある と考えられる。 現在

のような石油の危機時代に．今一度太陽エネルギーを植物陀よっ て油脂資源に

代えることを考えるぺきではなかろうか。

'..、 旦本全体の 9•エ ・ネルギ ー革命の中で ． ’カロリ ー価は低いが、公害も自 然破かい

もない植物油脂資源が，熱帯の栽林業開発と共陀どし｀ど し輸入する ことが可能

であれば． 今深刻に起っている石油問題の解決の一端を尻なうことになるので・あるまいか。
9’ 

稲の作況予測技術を稲作国へ輸出しよう

．
 

伊藤 博 （新潟県 ）

わが国の稲の作況予測技術は個別技術を脱却して見事匠体系化され．其に世

界に誇り うるも のといえる。これはわが国の稲作技術を現在のような安定多収

の水準に達せさせた原動力であるといっても過言ではない。

アジアの稲作国では技術水準が低く ．・作祝予測技術は未だ育っていないが．

ようや くこれを要望する段階に来たようである。

一方．わが国の稲作安定豊作続きから．作況予測事業は著 しく 縮少され．長

い間この仕事忙従事した多数の熟練技術者がいささか失意の状態にあることは

言 うまでもない。

今こそ永 く蓄積された作況予測技術を開発途上の稲作国へ輸出すぺきである。

この技術は稲作研究技術の精髄とも 言えるものであるから．途上国の技術発展

に寄与することは確実であ る。 ＇：

作況予測技術の輸出の しかたと して．つぎのような手順が考えられる。

(1) 技術水準の比較的高いク イ．イン ドネ、ンア等花は．最高水準の作況予測

専門家を派遣 し． 研究をも とに，作況試験実施要領を 2~5年後に作製させる。
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(2) 上記専門家の派遣後 1~ 2年 して．現地の助手等をわが固に研修のため、

招く。

(3) 作況試験実施要領のできた国力心ら，従来の作況研究室規模の技術者群を

派遣 して事業を実施し． 5年を目途に現地技術者 と交代させる。

作況予測技術による協力は．つぎのような利点をもっている。

(1) 高い技術水準の現地稲作技術者が養成され．その技術は現地に定疱する。

(2) この事業の遂行は，稲作研究基本技術の模範演技であり ，その国の稲作研

究技術の向上に大いに貢献する。

．
 

開 発 協 力 船 をつくれ

田辺 辰 雄（ 山口県 ）

開発協力船には土木機椋．農業機械・肥料．農薬．医師．農業技術者．燐業

学者，研究者等を乗せ．港を基地 として農業開発に協力する。

船には 1万ト ン級大型基地船と 2千ト ン級LSTを組合せたり，または単独

で使っても差支えない。 • - .、・ ・

こうした協力船を 次々と作り，新 しい船を派遣 して協力を交代 し． 一定の基

地を中心に長期にわたって農林業開発に協力 したい。 この船に青年たちゃ農業

学生も乗り組んで気軽に海外へ出て活躍するこどを期待 したい。

専門家派遣体制 の 国家的翌備に ついて ．
 

加納惣左衛門（ 北海道 ）

1. 提言の1. 外務省を解体し． 「古典的な俊礼外交」はすぺて総理府へ移す。

新たに 「梅外関係省 」をつくり，近代的な業務だけを取扱わせる6当然在外

公館の機能を二つに分ける。

2. 提言([)2. 国連の事務次長をはじめ FAO; IOCなどの国連機関匠わが
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国の分担金相応比率の人数と人材を海外関係省から出す。このばあい公平な

人選ができるよう「人選審議会 」を 付属させる。 D1 または P4 以上の上級

職員の派遣花は国会の承認を求める条の とする。

3. 提言の 3. 派逍隙員はすぺて公募する。必ずプロジェク トチー ムによる派

遣と し，個人の単独派遣は行わない。専門家はすぺて海外閑係省塚員とし，

公務員法を適用するが．従来の行政的識階性妬よらぬよ う法的措置を構ずる

こと。専門家が任務を終えて帰還した時．その人にふさわしい「職」を固内

で保障しなければなら方い。

● 4 提言の 4. 海外派逍プ ロジェク トチー ムは海外関係省長に直接．各種の措
置要求権を保持するもの とする。 海外関係省長は．送られてくる 各種の措僅

要求につき ．すみやかに政府の諸檄関 と 協議し • 同省大臣を経て 内閣の指示

を仰がねばならない。

5. あとがき 要は相手国のために全力投球できる人材派遣ができているかど

．うか．そのサポーテン グ、ンステム が国家体制とし て整ってい るか否かにかか

っている。

国際大学． 国際研究所． 国際開発公社

木 ）原俊博 （京都府）

．
 

1. 国際大学の設立

日本の援助を必要とする国々と資金を出しあって国際大学を設立し，どこ

かの国に事務局的センクーをつくる。そして各国には必要とする分科大学を

つ くる。 例えば林学分科大学とか．畜産分科大学といったものである。 教授

陣も各国か ら募集 して混成と し．．学生も同様に混成 とし．できるだけ奨学金

を出すようにする。 9

2. 国際研究所の設立

①で分れた分科大学毎．あるいはその細かい専功科毎化研究所を設置 し． ①
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の学生が卒業後就職できるようにする。また研究所の所員はその国の公務員

とする。これは研究だけでな く， 普及の役割りも果させる。

'3. 国際開発公社

協力すべき相手国と合弁で未耕地開拓を目的とする公社を作り開発を行 う。

海外協力者の心がまえ

＿枝茂夫（ 宮崎県 ）

2年ぐらい前に 「ア ・ジアの中の日本 」という 言葉が盛んに使われた。その言 ~ 

葉の中には日本がアジアの諸国 と手を取りあっ て共存共栄 しよう． という 意味

が含まれていた。ところが；その言葉はいつの間妬か聞かれなくなり， 日本に

対する不信．反感が各国にみなぎるよう妬なった。それは商品売込み．資源確

保．物見遊山組のなどの進出が引きおこ した当然の報いであったと‘・いえる。

今こそ協力の質妬ついて考えなければならない時にきた。援助の金額でな く，

協ヵする人そのものに前点をかけなければならない。 とくに煤業協力では人そ

ー のものが決定的である。

われわれ一歩国外に出れば，私たちの行動は私個人のものでなく ，相手方か

らは「日本人は ．．．．」 という見方をされることに心しなければならな い。

日本に協力を求めたいこと

．
 

朴仁 箪 （大阪府 ）

1. 海外農林業の展示農場の設置

展示農場は a), 農村地域に作るこ と． b), 指導技術者を常檻す る

こと， C), 姉妹市，町， 村をつ く＂り技術交流を行うこと。

2. 農林業高校に対する集中支援

開発途上国では実業高校 （農林等 ）が地域開発の母体であるので．技術，

• •`’` 
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施設などの集中協力をしてほ しい。

3. 日本妬留学 している農林専攻の学生に対する重点施策。

日本の協力方法等に関し留学生か ら希望や アイディアを募集 してほしい。

また留学生との情報交換など も行っー「ほ しし氾 でき れば留学生の特殊な研究

に対し補助し てほしい。

農業改良普及員を南方の技術指導者 として派遣せよ

．
 

瀬春吉（ 長崎県 ）

台箔および インド ネ、ン アの在留 9年間の経験をふま えて． 今後の海外農林業

閑発協力陀ついて述ぺたい。

海外派逍専門家の心構えとしては． 相手国の人たちの自党をう ながし． 自主

努力をうながすことが大切である。したがって．物質的な協力よりも精神的な

協力の方がより大切であり．相手国 との共存共栄を念頭忙おかねばならない。

また，農業括導は技術の切り売 りでは永続ぎ しない。戦前の台湾では．現地

指導者の養成を．試験研究機関 と学校で行ってい た。これは基礎教育である。

現物の指導は，地域特産物を中心としたパイロット農湯を設置し． ここで実証

して． その波及効果に期待をかけた。こうしたことは今後の参考になると思わ

れる。・さて．今日 ．わが国の殷業改良事業は転換期に来ていると考えられ． この点
で悩んで る方もあると おもう。 この問題をと くかぎの 1つとし て． 35~4 5 

オの体験ゆたかな普及員を袋業技術指導に悔外へ派遮 して． 相手国の普及事業

に協力させるこ とはどうであろう。恐らく極め て効果的であ り．相手国のため

になると思う。

もちろん． この場合．帰国後の処遇方法等について．国は万全の体制を整え

る必要のあることは言 うまで もない。
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技術協 力 に対する直言

広崎・ °豊 （兵庫県）

1. 海外協力を日本の国民迩助と して取りあげるぺきである。．： そのためには協

カの理念，哲学を根づよく培接すぺきである。

2. 技術協力といっても． 日本の専門家 と相手国の入や社会との接触関係が協

カの成否を決するものである。日本政府は技術のみならず，派遣する人の問

題についてもっと本気陀考えるぺきである。 ~ 

3. 専門家の中花は公務員の派逍と民間人の派遣とかある。何れも一長一短が

あろう。

麟事務当局には公務員を優先する官芍民卑思想が未だに根づよい。これは

大いに反省してもらいたい点である。

4. 外務省，炭林省．事業団，現地大使館などの考え方や方針が一致していな

いため，迷惑をこうむるのはいつも現地尻いる専門家たちである。ぜひ各機

関の横の連絡， 考え方の統一をしてほしいも のだ。

5. 技術協力というと技術改艮だけが考えられ，経済性については無関心であ

るばあいさえある。経済性を無視した技術では現地への普及は望めないとい

ってよい。

6. 国は派遣尋門家に対する身分保証と社会保節を考えるぺきである。それは

公務負たついても民間人についても，帰国後路頭に迷うようなことのないよ

う手厚く措骰すぺきである。

海外器林業開発保険制度 に つい て

岡本哲郎（神奈川県）

農林業開発匠は大変リスクが伴う。工業生産品のように計画どおりはゆかな
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い。旱魃．洪水．台風．病虫害な どで大打繋を こうむること がある。

そこで考えられるのが保険制度である。その効用は 2つ． 1つは天候．病虫

害等の直接的な被害に対する補償．その 2つは保険で倍務保証を行 うことであ

る。

保険財瀕は保険料の他に国庫補助が必要である。

こんど出来る国際協力事業団の一つの仕事と してぜひ取あげてもらいたい。

通産省に輸出の促進策とし て輸出保険課ができている のだか ら． 海外農林業開

発保険 も出来ない相談ではなかろう。

．
 

器林業 技術t仕力への提言

． 

中田正明（東京都）

1. 海外勤務者特別共済制度 ：公務員は 17年勤務をもって年金受給資格を得

ている。

在外技術協力勤務者に対しては在外勤務加算を行い． 例えば 13~1 5年で

年金受給資格が得 られるようにする。 戦前妬は在外勤務加算制度があったの

だから．それを参考に作ればよい。

2. 人材銀行の構想 ：海外専門家の登録．身分保証を与えること。情報．＇資料

の収集．広報，現地調査．コンサルテング．プロ、ジェクト ・プラ ンニン グ等

に応ずる民間組織を作ること。

3. 農業技術協カライ プラリ ー：これまで妬出版され．またレ ポート されたも

のを集積 し．一般公開 して技術者．研究者．事業者等妬供覧する。

4. 南米邦人移住地への技術協力： 煤林水畜産資椋関発のポテ ンジャリテー の

最太である南米へ の技術協力．とくに邦人移住者 60万への技術協力を進め

るぺきである。
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特産物 の 利用加工 につ い ての 技術協 力

鈴木 豊（埼玉県 ）

近ごろは各国とも原料資椋の輸出でたく、原料を加工して附加価値を高めた

上で輸出するといった動きかつよい。日本の技術協力匠ついても附加価値を高

めるための協力が求められ始めていみ。協力の例としては， たとえば香辛料の

生産と加工などがある。

コショウはイ ン ドネシアやマレーシャで生産され， ．ンンガポールヘ某められ

て選別，格付けされ，原形のままで再輸出されていた。

それを生産地で選別，格付けし，加工，精油まで行って輸出する． といった方

式妬変りつつあり ・ これに技術協力が求められるようになった。

その他熱帯果物の加工， ヤシ類、 すなわちサゴヤン、 ココヤ・ン，油ヤヽンなど

の加工などいるいろ考えられる。 ・

何れにしても， これらの技術協力の体制を官 ．民にわたって整えることが

重要な ことである。

国際税の創設 とパプアニユーギニア開発

岡本春枝 （東京都）

1. 今や世界諸国は運命共同体の様相を日増しに強めているから、 この際．国

除税を創設する ことも決 して早すぎる とは思われない。国際税は世界的な富

の再配分の財源であるから．その配分も困窮度や人口の比率など妃よってな

されると思う。そうなればア 、ジア地域は現在より援助額の比率が高 くなると

思う。またそれが諸国民の血税であるから，国土の大部分を一握りの地主vc

領有されている国には，無条件では配分 しがたい。そのこ とは暗黙のうちに

土地改革の促進にもなろうと思う。

2. 次に日本の食税．飼料のことを考える とバプア ニューギニアのような広大
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な領土をもつところにお願いして東北3県 ぐらいの土地を借り．農場ゃ牧場

を経営Lたら力強い備え陀なると思 う。その代・り相手国の役．に立つこと を出

来る限 りやって あげ るようにしたら． と思 う。

食 根 自給のための裟薬 重 視政策を

古賀 豆 成（ 佐賀県 ）

どこの 国で も食粗自給を建前とし て． 農業人口を確保す る必要がある。 国家

● として人口 管理をやるぺきである。 また晟地の管理 も行って． 農地が他に転用
されないようにする。さらに農業生産の管理を行い． 余分な作物．不足す る作

物の ないよう にすぺ きで ある。

何れにして も． 日本をはじめ多 くの国でけ農業軽視の頼向がある・。食粗自給

の立坦にたって製菜をも っと 重視し なければならない。

プロジェクトを探り出すための基礎 調 査

．
 

安 藤 久男（ 北海迫 ）

どの よう なプロ ジェク トが生れるかと い うこと をあら力：じめ予測せず．・ プロ

ジェク トを探り出すための基礎調査（これも援助プロジェク トの一種である ）

が もっと 為されてよいのでな いか。た とえ プロジェク トが生れなくとも．その
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人員構成

リーダー 1名．調査員 2名，相手国技術者 1名。専門は理学．盟学．社会人

類学。 リーダーは野外調査経験 10年以上．他の調裔員は経験3年以上。

予算 単年度 1, 0 0 0万円程度

調査第 2年度は調査経果の整理をするが． 甚礎調査か ら生れる可能性をもつ

農業開発プロジ ェク トをよ く検討する。特に途上国側の協同調査員 とは討論を

密にする。

また、相手国政府の農業機関と接触を，密陀せねばならぬことは言うまでもな

く， 従来のように先進国の意志．金，人材が一方的に流れるのではな く， 逆に ~ 

途上国から先進国へ流れるものでなければならたい。 この碁碗調査の調査員

には，協力隊員位の年代の人を採用し， リーダーは実務経験をもち，援助陀対

し明確で強固な信念を持った人が望ま しい。

二つの提 案

土器屋哲夫（東京都 ）

1. 海外栽林水産開発協力図書館をつくり，政府ベース， 民間ペースの各種資

科，．情報が得られ，開発協力に関する各手土の問題解決ができる施設がほ しい。

2. 農林業開発協力現地本部とでもいうぺきものを適当な国の首都の近＇くに設

立 し． 政府ペース，民蘭ペースの海外要員の養成，訓練基地．熱帯農業の試

験研究埜地と したい。 ．
 

海外農林業要員の登成所

阪田靖人（ 大阪府 ）

急がば廻われ．熱帯戯林開発協力者を投成する機関，施設の設定活用がまず

第ーで ある。 それには重要植栽物ごとに現地で，経済単位面積の炭林地を確
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してそれに充当 し， 日本よりの訓練生を少 くとも両三年．現地の風土を体験さ

せながら．実習 と学習とを合せ指導力を養成休得させる。この翡弓には現地人

の要員接成施設をも作る必要がある。

もっ とも海外農林要員壺成所といっても経済単位面積の農林業の開設である

か ら． 営利企業では負担し切れない。新発足の固除協力事業団の発仕事に して

もらいたい。

協力の哲学 が 必要

．
 

西村寅雄（ 奈良県 ）

従来の行きがかりを捨て． 全 く心を入れかえて． 国民的自覚のもとに協力す

ること。 援助 とか協力といって も．けっきよく は現地での心と心の触れあいが

軸になみ。

政治色のない． まった ＜民間のポラ ンティ アによる強力な団体をつ くり，技

術人と 教養人を多岱に養成すみ教育機関を設立し， 開発協力花生涯をかける開

発協力士 （仮称 ）を多数海外へ派造すみ。 この教育機関iては開発途上国だけで

な く先進国からも留学させ． 開発の人材を養成する。

技術協力の 2つのねらい

．
 

楯 令子（ 長野県 ）

1カ月の クイ 国での滞在で感 じたこ とは． 日本協力の接蚕セ ンクーのある コ

ーラート での日 ・クイの親密感 とは裂は らに． 首都バ ンコ ックでは． 日本品不

貿運動で日本に対する反ばつ感がみなぎっていることであった。 ． 

技術協力には 2つのねらいがあみ。 1つは日 ・クイの理解を広めること． 2 

っ匠は日本の ハイ レペルの技術の導入である。 この 2つは相互妬結び合って

いるので．技術指導のばあい も指導者の優越感をおさ え． 平等な立塩で技術交
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流がなされねばならな い。

農業放送と GRADIOの普及

伊藤 頭 之（ 東京都 ）

GRADIOとい う新製品を想定 してみた。この言葉はメガネ (GI鉦芯即 ） と

ラジオ (RADIO)の合成語である。これはイヤホーン式ラジオを内蔵 した色メ

ガネである。これを農業の技術普及に使いたい。

I C等の受信装置技術の発達で，やっと製造可能妃なったミ ニ機器で．パ テ ~ 

ントを相手国にゆづっ てあげれば千円ぐらいの原価で大藷に生産が可能である。

この機器の特長は．（1）メガネは紫外線よけの野外労働用のものである。強い

日射しの熱帯では保健上有用である。現地では近眼の人はほとんどいないから．

度を入れる必要はない。 (2)メガネの縁部忙各種ミニセッ トが内蔵され．右緑の

ボク・ ンは電栢スイッチで．小拮で繰作できる。スイ ッチから細いリ ー ド線が左

の縁部尻内蔵された ICネッ＇トワーク妬入る。左像はアンテナ兼用なので ， 中

波で考えた垢合、放送局から 3 0キロ四方以内なら受信できる。 (3)これを利用

すれば，野外で作業中でも， どんな場所ででも情報を受けることができる。

この機器を利用する花は，此林情報センクーの設置が必要で．放送内容 とし

ては，天気予報をはじめ，農業の知識や技術，戯政や疫村生活などである。そ

のため陀は殷林関係の情報を収集 し整備せねばならない。 ~ 
なお． この機器の縁は固定周波だから，言語の多様な国では，縁の色わけで

どの言語かが開えるよう妬する。 • 

東南アジ アの文化体質は．近代の合理主義とは異なみものがあみ。労働しな

が ら勉強 し、 働きの中!t(BGMもある。ま たお祈りもある形態が生活感情に し

っくりしていると思う。この意味で． GRADIO は東南アジアで．その存在の意

義を見出 し， 世界でも珍ら しい創造性を加え て生長するものと信ずるものです。
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インドネシアの旧 廃図 の蘇生試験

` 、ジ` ァ・I - 5';--
：：： ：互廷

宮永万吉（ 神奈川県 ）

● 旧オランダ時代に作られたゴム． オイJレパ ーム．茶．コーヒ などの廃園がス

マトラを 始め． ジャバ島尻もたくさんあり ．その面積は数十万 haにのぼる。

一例としてスマト ラの西海岸だけでも旧農園 26. うち現在営煤中のもの 8.

残りの 18裂場は荒廃園となっ てい る。

私が見たものでも．一寸手を加えれば立派妬そ生でき るものが少なからずあ

った。これは新 しく ・林地を開墾するよりもはるかに有利である。こう したそ生

のための試耕を日本の公的機関でやって見ては如何。

また荒廃園のそ生回復に M皿osainvisaを使っ てみることを 提案 したい。
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これは豆科の蔓草で．始末に困るほど大繁茂するが．小さいトゲが密生してい

るため、実際花は使われていない。この草をトウモロコ、ン栽培にも使ってみた

い。 地力低下を防ぐことは確実である。

Mimosa invisaの利点は，（1）豆科植物で．生育は旺盛であ る。 (2)種子の入手

は容易である。 (3)種子は扱い易い大きさである。 (4)乾熱処理で硬粒種子 も

高率に発芽する。 (5)病虫害に強い。 (6)エロージョン防止に役立つ。 (7)野

猪その他の害獣を防止する。ただし， 3 ～ 4年で イヤ地現象を生ずると 言われ

てい る。

如 osaの単作では，旺盛な繁茂のため．下尼部を枯死させ，かえ って収籠の ~ 
低下を招き ，野犬の侵入の捻それもあるから．低木との混作がよい。状況妃よ

り矮．酸分の施肥が必要である。J・きこみは檄絨力陀より．さらにパ ンプレーカ

ーを通す ことにする。笠者の経験では， トウモロコ、ンの株間にまい て， 緑肥 と

しての効果をあげた。

ヽ

7 つの提 案

,.~ら . --. ~, 
二見敬三（兵庫県 ）

日本的感党でなく ，相手国の感党やリズ ムに合った開発や協力が基本的妬重

要である。

1. 相手国の実情や ニードを 徹底的に調査検討する。

2. 少くとも 10年単位で長期的なプ ロジェ クトを組む。

3. 現地に開発協力のための研究，訓練基地を設ける。

4. 相手国指導者の養成 ・訓練に 力を注ぐ。

5. 道路，病院．学校な どの環境．民生施設の建設匠協力する ことを平行 して

行う。

6. プロジェクト終了係のアフクー・ケヤーを徹底9してやる。

7． わが国の研究者や技術者はプロジェクトの調査，計画．実行．アフクー・
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ケャーまで 同一人が一貫 して責任をも てるようにする。

日本の協カプロジェクトに他国の専門家を入れよ

長尾真文（東京都 ）

提案理由

短期的に出 1). 日本人の不得意とする分野に外人専門家を入れ． 海外派

遣専門家の質を確保する こと。 2). 二国間技術協カプ ロジェク．卜にあり 勝ち

● な「，援助す る者 」と「 援助される者」との二元的な人間関係か ら生ずる摩擦を
緩和すること。

長期的には． 1). 日本人専門家が他国の専門家と共同作業．生活経験を通

じて． 追加的知識を得．語学能力を向上させ， 国際的セ ンスを養 うととができ

る。 2). 専門家の国際交流，日本人専門家の国際機関への途を開 くなど期待

がもてみ。

この提案は日本の協力の末端におけるプロジェクトレペルで多国間協力の形

にすぺきだ．というのである。私は協力実施の場では． 協力者側を多国籍にす

ることが，被援助者の協力受入れを容易にすると思うからである。

その具体的実施方法としては． 1）外人専門家の最も効果的な登用方法は．

裟業院発調査団に参加して もらうこと。 2)熱帯農業研究所の現地機関に． 日

本政府の負担で．優秀な殷業専門家に参加してもらうこと。これにより研究所

．
 

の質がたかまると同椋応情報センターとしての機能も増す。その例は IR.RI

である。 3)モデル・ファーム・プロジェクトや地域開発プ ロジェ：クt-K. 実

施地城の立地条件やプログラムの内容によって．それにふさわしい専門家を登

用すれば． コミュ＇ニケーションの面ばか りでなく．全体の運営や効果の面で も

プラス Vこなることが 多い。

この提案実施上の最大の難関は． 国内の援助に関係する政府機関 （特に大蔵

省）をいかに説得するかであるが． ここではそれに触れるよゆうはない。
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派遣 技 術者 の．．．限 界

山崎 勇 （東京都 ）
'・.,.. ゞ..,•.. 

技術者が派遣されるばあい， 「2年なり 3年た りのうちに帰国する 」という

前提に立つばあいが多い。 期限付きであるから、派遣者はあ くまで第 3者的協

力者の立楊であり ，その社会における主体者とはなり 得ない。 したがっ て技術

は期限内！て切り売りせざるをえない。

ところが、 どこの国へ行っても， 1人や 2人の旦 本人はその国に永 く住みつ

いて，その国の社会での独立 した主体者忙な っている人を見出す。 10年．20 -

年の間にその人は自らの技術にプラスアルファーを現地で獲得し て． しかもそ

の社会で生活の甚盤をもち，現地と一体化 し． 現地にモデ ィファイされた技術

をも ってその社会に貢献している。

派遣技術者が日本からの期限づき ，紐付きで． 日本向けの技術 しかもたず，

日本から生活喪を得てい る段階では，その人の技術が現地の一般民の間に普及

していくことは，まず期待できないといっ ても言いすぎではない。

ラオ ス 難民に ヒマ 栽培 を

浦 上 秀勝（ 熊本県 ）

ラオスの人口 27 0万人．その約；は難民であると いわれている。 政府の ~ 
難民局においてもビェ ンチャン 乎原だけで 10ヵ所． 4万 5千haの開発計画

をも っている。

私は難民たちの殷業 としてメコンやナムグム川岸に自生 しているヒマの栽培

をすすめたい。もちろんヒマの搾油工堺を作っ て栽培 した ヒマをすぺ て買いと

ってやるこ．と尻 Lたい。ぉ隣のク イ国がア・ジア第一の ヒマ の産地であるから・

ラオスにもヒマが適することは言う在でもない。

ヒマの試験研究 と普及のために ピェ ンチャ ン近郊に約 10 0 ha(l)土地を確
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保し てヒマ栽培指導センクーを作りたい。 • 

具体的計画案と しては． （l）場所…ピエン チャン近郊の難民部落。

(2)面積・・・約 10 0 ha,これを 50 haあて試験研究圃場と農家実習圃堀陀あ て

る。 (3)構成人員．試験研究．機絨管理，栽培普及の 3部門陀それぞれ日本人

専門家．現地のカウンク ーパート各 1名． 合計 6名． このほか実習農家を 20 

戸予定する。 (4)機椋設備． 千トントラック 1台． 7 0 P S トラククー 2台，

ジープ 1台・その他，梗械収納庫．収獲物倉庫が必要であり ．肥料．製薬は出・

来るだけ現地調達とする。

● 技術栢導に当っては． IR-8のラオスでは普及困難であった実例にかんが

． 

みて． 現地農家の実情と慣行裟法を十分に理解して殷民を指導する必要がある。

現地指 導に望 みたいこと

稲葉雅人（新潟県）

第 10回米国派遣農業実習生としての体験から．悔外忙おける翡業技術桓導

に対し．つぎの諸点を要望したい。

1． ヒューマニズム化もとづく指導

東南アジア諸国の反日感情の原因は． これら途上国との貿易上の不均衡．

これらの国へ進出している日本商社や日本人のあり 方忙問題がある と思われ

る。口では相互理解や互恵平等をとなえながら．心の中では途上固を蔑視し

てはいないだろうか。今後は口先だけでなく． ，ヒュ ーマニズムにたった姿勢‘

で現地指導に当る必要がある。

2. 現地の実態把握にもとづ く垣導

現地での指導は．現地の自然的．社会的および経済的条件に適合したもの

でなければならない。このため尻は現地に適合 した技術の組立ての努力がな

されねばならない。そのためには．途上国 と提携して研究所や試験場を設置

するのも一つの方法であり．またわが国忙設置されることに決った国述大学
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の活用なども考えられてよい。要するに．わが国の技術をそのまま途上国へ持

ちこんでも成功するはずがたいと言いたい。

3. わが国への炭業実習生の受け入れ信導

炭業技術習得の場 として，同時忙日本および日 本人を理解 してもらう場と

して受け入れることが狙要である。たんに労働者として受け入れるようなこ

とは絶対妬避けねばな らない。 目的は技術を習得させることであっても．そ

れを通じて結果的に相互の信頼，友情が生れるものでなければならない。

農業協力に望むもの

竹内 博（三重県 ）

1. 日本の農村でも 同じこと だが． 「アレの真似はできな い」と 相手妬感 じら

れると． どんな立派な現地展示，実証経営をやって 見せても．それは見せ物

というだけで効果は期待でぎたい。

「現地人の畑で． 彼等の農機具で （妬近い もので ）」． 「できれば現地の村

落社会の中で，彼等 と同じ生活をし て」， 「現地人の問題意識と価値判断を

出発点とする」ことが基本的な拮導教育の姿勢として望ましいのではないかo

2. 日本の専門家が海外に出やすい条件とし て、 「日本に念ける服ー場を一時離

脱 して も．帰国後は他の人と変らぬ条件で．復聴できる こと」． 「現地での

． 

会話が通訳た しで可能な てい どになるように語学訓練の場を作るこ と」。 ~ 

3. 家族を連れてゆくため陀は，現地妬おける健康管埋，医療体制を整備する

こと。

4. 海外協力の経験を菩秋することと ．それらを体系化する努力が大切である。

野菜生産開発協カプロジェクト試案

松田照男（ 福岡県 ）

従来の野菜協力は相手国の野菜不足を解消 し； 食生活の改善に役立てる程度
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のものであった。しかし今後は野菜の大産地を育成 し． 生産物は輸出すみとい

う考え方に立って協力することを提唱 したい。したがっ て品目は貯蔵性のある

輸送に強いものに限られることになる。相手国に適 した作物で． しかも日本で

の需要の多い品目と しては．

台 湾

フィリ ピン： ジャガイ モ． クマネギ． ニン ジン

ペトナム： ニン ジン．ニンニク

ラ オス： ジャ ガイモ．ニンニク． ク、

クマネギ．アスバラガス．シロウリ

ィ：クマネギ．シロウリ

前記の ような大産地の育成には 1). 冷椋な山岳地帯の開発利用． 2）熱帯

に適し た優良品種の育成． 3)遮光．防風．雨等の資材の導入．かんがい施設

叩完備．栽培技術の確立が必要にな る。そのため産地におい て研究と普及のセ

ンクー を作る こと がぜったい必要である。

エジプトにおけるフ化，答鶏事業および砂漠開発

片側重明

カイロ大学のアラビア語学科に学ぷうち，砂漠開発に フ化事業．養焙事業を

● ゃってみることに荒目 した。 帰国 して 2カ年間 フ化， 養鶏陀ついて専門的な勉
強を行った。

まず 1万卵のフ 卵機2 D台を日本から送ること ，種卵を日本からェジプト へ

空輪すること ．種賤のヒナを空輸す ることなどについて詳細な計画をたてた。

養幾はカイロの南 3Dキロのメンフィスで行 うが． 目標は千羽単位で増やし．

1万羽． 1 D万羽 と増やしていく。
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日本の農業が相手国農 業 に協力する

沢井 登（ 静岡県 ）

これすでの日本の農業協力は日本の農業 とはほとんど関係な した行われた。

派遮される専門家や青年協力隊員も日本の農民や農民組談とは無関係であった。

私は日本の農民組織と相手国の農民組織が結びつ く形で協力する ことを提案す

る。

日本にも新しい疑業を目ざす組緑が町村段階にも多いし ．国の段階にもある。

町村陀は農協や農業法人など各県VCは相当数ある し、 国の・やっ てる ものでは八 ~ 

郎潟の新農村建設事業などが ある。それらが相手国の同様の組織と 協力する。

具体的妬はこちらから専門家を出 し、 あちらから研修生を受入れ るなど する。

これらは双方の裟民の同志的な連帯感陀裏 うちさ れたもの でなければならない。

村と村．組碗と組織．あるいは貶民と 屈民でもよい。こちらが酪農の組織，相

手は飼料骰物の生産組織で水よい。ある個人が協力す るという形をと りたい。

開発協力要員の 奨 成研修機関の創設

大田克洋（東京都 ）

開発協力の人材養成を政府ペー スで秋極的，組織的忙行 う必要がある。今ま

でのような既存の適格者を，必要の都度．求めるといった，場当 り的なやり方 ~ 
をやめて， 長期的居望妃たって人材を 燕恥確保する必要がある。このために

閑発協力要点の壺成研修機関を熱帯の主要農林地域に適地を求めて 創設すみ。

この根関は二国間協定にもとづくものであっても，多国間協定にもとづくもの

であっ ても よい。その槻能と してはつぎの諸項目があげられる。

1. その地城の農林業開発協力に従事することをライフワ ークとする専門家の

羨成であ ること。

2. この研修施設には相手国の専門家も入れてー諸に妍修する こと。 全寮制に
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よる共同生活がなされれば．人間関係の結びつきができて理想的である。

3. 現地農林業に関する試験研究普及も行う。

4. 政府ペース．民間ベースの関発に従事する専門家のアフク ーケヤ ー． 情報

の収集，伝達の機能をももたせる。

5. 研修期間を 2カ年程度と し． 開発協力事業に同年限以上従事することを条

件とすみ。

現在協力関係禄関の統合が進められている が．根本的尻けこ こで提案した

ような国家ベースの人材養成機関が設立されなければ．地についた協力事業・は推進されないと考えられる。

表彰 0 賞金制度て・農民の潜在力を開発せよ

草壁範彦（新潟県）

えてして開発途上国の煤民を無知．怠惰．無関心として片付ける傾向がある。

私は農民たちは無知でもなく ．怠惰でもないと思う。

炭業開発が上意下達によって行われるか． あるいは農民自身の可能性の開発

によって行われるか．すなわち農民を従属させるか主人公として扱うかは．殷

業開発を点としてではなく ．面と して発展せしめようとする時．重要な意味を

もっ。・農民の意欲と自主性開発のために表彰．賞金制度を設けらといいたい。一

宮尊徳はあの限定された時代に報償制度をとり入れて成功し． 戦後 「米作日本

ー 」は 19 4 9年において全国平均に比して 2.4倍の収穫をあげはじめた。

表彰．賞金制度は． このような農民の潜在エネルギーを話発せしめようとす

る方策である。こうした形の協力を広範に．かつ大規模妃進めるため経済援助

の増額を要望 したい。
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人 類共栄のための食資源の確保

高瀬経道

肥料農薬等の薬害 (Chemicalpollution) から人間を守る有機農業． 自然

農莱が叫ばれている。 煕発途上国は幸いにして． まだ無肥料．無農薬農業の

状態で残されている地域が広い。こう した非汚染農地をわれわれ人類の子孫に

残 したいものである。

人類はこの地球上に共棲し．共同の運命を担っている。仲よく楽しく生きた ~ 

屈というのが人類最大多数の願望である。そこで次のことを人類共存共栄の

ため陀やってみたい。

1. それぞれの国土に生ずる食資梱（山の幸．野の幸、海の幸）を総点検する。

2. そ して． その栽培法．飼育法．収穫法などの合理的な研究を進める。

＆ 生産物の流通，備蓄など（価格政策を含め て） をそれぞれの国民の手に収

める。

4. 調理法を研究して．おいしく ，・楽しく食ぺるようにする。

開発餘 入を政府と民間の協力て

工藤 厳 （ 在インドネシア） ． 
1. 日本政府は小麦，大豆，砂糖．畜肉， トウモ ロコッ， ゾルガム．棉花．羊

毛などの輸入業者にたいし．現在の輸入議の万昂について 自社開発輸入を義

務づけ，具体的な閉発輪入計画を提出させる。

2. 政府は翰入価格保償，無利子長期の開発資金の貸出，農業生産資材の供給

保償．農業技術者の供給．さら妬ィンフラ部門の技術協力を保償する。

3. 開発翰入業者の計画書を元に して政府は．国別，地域別，品目別に．統一

的見地から相手国との接渉，可能性調査を行う。
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4
 

試験研究普及セン

クー．

輸入作物生産痰褐はできるだけ集中してイン・フラ整備．

農桟具サー ビスセンクー等の建設忙たいし政府が協力する。

5
 
これが推進のため． 国段階陀おい て主要農産物開発翰入協話会をつくる。

タピ オカ 総 合 研究所を つく れ
,’’-i 

工 在 インドネシア）! 1,  9 ： ’ヽ二．か．：・
_. ・--

キャツサバを混作し て食糧の自給をは

藤 厳 （
 

熱帯の殷民たちは稲． トウモロコシ． ． かっている。 この 3者の中でもキャッサバは天候や病虫獣の被害が少なく ．安
定 した収穫の得られる作物である。 こと妃澱粉原科とし て将来． 日本の家畜飼

料はキャッサバから得られるクビオカ澱粉に大転換する必要がある。

ンドネシアからドイツ ．オランダなどヘキャッサバチップやクピオカ澱粉が家

畜飼料として大最に輪出され ている事実にたいし．

ないかとさえ思われる。

とにかく ：クピオカ総合餅究所を熱帯地に早急に作り ．

培注．

現在．

の可能性を秘めたものであふことを確信する。

工業製品化，

日本は目を覆っているので

品種改良．

飼料試験等妃ついて研究を開始すべきである。

未開発分野であるクピオカは．

（内容の詳細については．

クイやイ

機械化栽

石油に代る植物性工業原料と して無限

本誌．1G.5 5を参照されたい
•· • ` 

編者）． 
砂漠に原子 力利用 農 工 商 コン ビナ ー

''<,'  
J‘‘’• 9 

トを

工 藤 厳 （
 
・在 、＇イント：ネシア、、）

アラーの神はアラプ民族に 「石油 」という神の贈物を与えた。

油もやがて枯渇する時が来るであろう。

われわれは原子力発電所の廃棄熱から海水を真水として利用する知識をすで

に得ている。 また関連的に肥料や農薬も生産される と聞く c

しかしその石
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1. 

水と肥料 と農薬があれば，死の砂漠を常緑の大農場に変えることが可能であ

る。世界の食糧問題はアラプの砂漠から解決し始めるかもしれない。 われわれ

は砂漠に農工商ー大コンピナート を夢みたい。

それ陀しても砂漠は広大な 面積をもちなが ら未知のことが余り陀も 多すぎる。

ことに日本人にとっては， 砂漠は今まで無縁の存在でさえあった。早急に砂漠

農業開発研究所を作ら ねばなるま い。

開発投資以前に教育投資を

倉光正治（東京都 ）

＇` クイ国の工業と日本の工業との連りは，かっての桐生高工卒業のタイ人たち

で支えられてきた。その数は 50名を越している。

教育投資というのは農場や工坦の投資と異り，婿的な評価はで含ないが．長

い闇永続するもので． ぎわめて確実な投資である。教育投資が効果をあげるた

め匠は優れた教師が資本妬庁らなければならない。

農業でいえ ば・始めに食粗増産のための普及員の投成講習所．農学校．農薬

専門学校，農科大学と｝碩序を追って設立すぺきである。工業のばあいは職業訓

練所，工業学校，工業専門学校．工科大学，大学院と作る。医療の場合は診療

所，看護婦学校からはじめ．病院．医学専門学校．歯学専門学校．次に医科大

． 

学という順序である。 ~ 
何れにしても教育協力は5.0年計画を覚悟してやらなければ立派な実を結ば

ないとおもう。

赤道会館の建設を提案

倉光正治（東京都 ）

「老後の生き甲斐を赤道直下で 」と いうわけである。私のい るインドネ、ンア

のスラペシは赤道直下であるが思ったより涼しく ，神経痛，高血圧，糖尿病な
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どの老人病にもよい条件のところである。 10 0 haてい どの総合炭場をつく

り．その中心に赤道会館を建てる。 設備は 26 0人分．男女ー室 とし． 医務室

寺院．図書室．食堂．大広間．製図室．機械室．実験室．調理室．裁紐室 ．

金銀細工室．翻訳室膚 クイプ室など．必要な施設は何でも作る。そし て各人各

様に努力できるようにする。炎場には各種の作物を作り，家畜を飼う。 ーまた農

楊経営に必要な施設をつ くる。

6 5オ以上の 男女を募集して赤道会をつくり，赤道会館へ入植させる。 各和

の専門家の集りだから事業は多面にわたるが． ，インドネシアの為め陀なるよ？・な事業をえらぶ。 赤道会は脊年協力隊にたいする老年協力隊．老年平和部隊と
いった性格のもの妃したいと思う。

． 

ダイナミックなプロジェクトヘの提言

千田 徳 夫（ 茨城県 ）

従来の政府ペース のプロジ ェク トは相手国の要請にも とずき，受身の形で短

期間の調査を行っ て立案計画 し． 両国間の協定を作って実施陀移 した。「 協定

に基づく 」という名のもとにプロジェクトがいつも碩直化しがちであった。

これをもっ とダイ ナミックなプロジェク トにす るには第 1妬． 相手国が要請

するであろうプロジェクトの計画段階から常時．何等かの形で参画できるよう

忙すること。嚢民の Needsの調査．計画の基礎となる FactFindingにまで参

画する必要がある。

第 2に 毎年日本から送られてく る巡回遥導の調査団！へ現地の技術者や行

政官など現地側の関係者を同等の資格で参加させ． 共に歩きながら共通の目的

について現場で討議することは不可能だろうか。

技術協力は "Tryand図rror'’ だと言われ てき たが．相手国にとってみれば

翫 rorはぜったい許されないのである。
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中南米に農業開発協力を

山 田 豊（ 東京都 ）

わが国の政府ベース経済技術協力はアジア陀 70 %. 中近東アフリカに 20%

中南米ire.・1 0 %という比率になっている。

日本の移民の歴史から考えると ．中南米陀たいする協力の低比率は不可解で

ある。中南米の農業ボテ ンジャリテ ーは世界で最大であり ．食糧資洒を考える

時．第一に考えなければならない地域である。

現在．わが固はこれらの国々から銅鉱．魚粉．綿花． コー ヒー， バナナ等を ~ 

大紐に輸入 していて．岱林物産に関 して経済関係は密接なものがある。しかも．

これらの国々には未開発地域が多く残されていて．基盤整備をなせは，大規模

な企業戯園の開発は容易である。

また． これらの国々もわが国から開発資金を経済協力花よって得たいと希望

している。

問題けわが国 と速 く離れ てい て． 容秘のある戯産物については． 輸送質のか

さむ点である。しかし． これもエクアドルのパナナの例忙みるよう陀．大量に

良品質のものがそろえば，遠距離輸送ではあっ ても．そのコス トはかなり軽減

されていみ。

また． ェクアドルなどは産油国としても将来性があるから，現在の資源だけ i 
を買い集めるのでけな く； 相手国の将来の開発を考慮に入れて協力を進めねば ~ I 

たらない。こう した中南米の開発協力を羅進させるには． スペ イン語やポルト

ガル語を話せる提業専門家を養成 して， その準備を整える時機妬来ている と考

えられる。
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新刊 ：海外 農 林業 開発協 力 論 文集

． 

本誌 5 6号のまえがきで紹 介し ま したが 、 当 財団では 、

懇 買 論 文の入 選 作 、 論 文 の部 7編 、アイ デ ィアの 部 7編 、

計 1 4編を原文のまま 1冊 妬まと め、 農莱開発、ンリーズ 、

.t1o. 7として 発行しています。賂入希望 者は至急申込まれた
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